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【短 報】

豚由来インフルエンザウイルスに対するポビドンヨード製剤の効果
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豚インフルエンザウイルス（H1N1，H3N2，H1N2）に対するポビドンヨード（PVP-I）製剤の効果を
in vitroで検討した。各種 PVP-I製剤（PVP-I消毒液，PVP-I含嗽液，PVP-I手指消毒液および速乾性
PVP-I手指消毒液）は，わずか 10秒の反応時間で豚インフルエンザウイルスの感染価を検出限界以下に
低下させた。したがって，本研究で使用した PVP-I製剤は in vitroにおいて豚インフルエンザウイルスに
対する殺ウイルス効果を有することが明らかとなり，少なくとも in vitroにおいて新型インフルエンザウ
イルスに対しても同様の有効性をもつ可能性が示された。
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2009年 4月，米国およびメキシコにおいて H1N1亜型
の豚インフルエンザウイルスの感染によるヒトのインフ
ルエンザ（新型インフルエンザ）の発生が報告された１，２）。
ウイルスはヒト―ヒト感染し，短期間のうちに世界中に伝
播した。同年 6月 12日には世界保健機構（WHO）によ
るパンデミックインフルエンザ警戒レベルが最高レベル
のフェーズ 6に引き上げられた。WHOによると，これま
でに 168の国や地域での発生と 162,380名の感染者，
1,154名の死者が確認されている（http:��www.who.int�
csr�don�2009_08_04�en�index.html）。そのため各国に対
してワクチン接種を推奨している現状にある。日本にお
いても，最初の感染者が確認されてから 2カ月も経たな
いうちに累積感染者数が 5,000名を超え，感染が急速に
拡大した。その後も感染は終息することなく続いており，
秋以降のインフルエンザ流行期におけるさらなる感染拡
大が懸念されている。
インフルエンザウイルスはエンベロープを有するウイ

ルスで，消毒薬に対する抵抗性は弱く，エーテルなどの
脂質溶媒，次亜塩素酸ナトリウム，グルタラール，フタ
ラール，ポビドンヨード（PVP-I），過酢酸，アルコール
等が有効である３）。PVP-Iはポリビニルピロリドンとヨウ
素の複合体で，主に生体に用いる外用消毒薬として広く
汎用されている４）。PVP-I製剤の in vitroにおけるインフ
ルエンザウイルスに対する効果はヒトあるいは鳥由来の
インフルエンザウイルスを用いて川名ら４），伊藤ら５）およ
びWutzlerら６）により報告されているが，今回の新型イ
ンフルエンザウイルスに対する効果は明らかではない。

インフルエンザウイルスの基本的な物理学的性状はウ
イルスの由来（宿主）や亜型にかかわらずほぼ同じであ
ることから，消毒薬等に対する感受性もウイルス株間で
大きな違いはないことが予測される。しかし一方で，亜
型の異なるウイルス株間でわずかではあるものの熱や
pHに対する抵抗性が異なったことが報告されており７），
PVP-I製剤に対する感受性が由来や亜型によって異なる
可能性を完全に否定することはできない。そこで本研究
では，これまで PVP-I製剤の有効性が明らかでなかった
H1N1亜型で，且つ新型インフルエンザウイルスと元来
の宿主を同じくする豚インフルエンザウイルスを用いた
試験を in vitroで実施し，PVP-I製剤の新型インフルエン
ザウイルスに対する効果を推察した。さらに H1N1とは
異なる亜型（H3N2および H1N2）の豚インフルエンザウ
イルスについても同様の試験を行った。H3N2および
H1N2豚インフルエンザウイルスは豚集団で維持されて
おり，なかでも H3N2ウイルスは散発的ではあるものの
人への感染事例が報告されている８）ことから，今後ヒトへ
の感染や流行の可能性も否定できないウイルスである。
試験に用いた PVP-I製剤は，医療用医薬品の PVP-I

消毒液（販売名：イソジン液Ⓡ10％，製剤原液中の PVP-I
含有量：10 W�V％），PVP-I含嗽液（イソジンガーグルⓇ

液 7％，7.0 W�V％），PVP-I手指消毒液（イソジンスクラ
ブⓇ液 7.5％，7.5 W�V％）および速乾性 PVP-I手指消毒液
（イソジンⓇパーム液 0.5％，0.5 W�V％）と一般用医薬品
の PVP-I含嗽液（イソジンⓇうがい薬，7.0 W�V％）およ
び PVP-I手指消毒液（イソジンⓇウォッシュ，7.5 W�V％）
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Table 1. Virucidal activity of povidone-iodine (PVP-I) against swine influenza viruses

Titer of remaining virus (EID50/mL)PVP-I
concentration
 (W/V%) a) 

PVP-I
product A/swine/Chiba/28/91

 (H1N2)
A/swine/Obihiro/10/85

 (H3N2) 
A/swine/Iowa/15/30

 (H1N1) 

――― b) 1PVP-I solution＊

―――0.23PVP-I gargle＊

―――0.5PVP-I scrub＊

―――0.25PVP-I palm＊

―――0.23PVP-I ugaigusuri＊＊

―――0.5PVP-I wash＊＊

106.50106.50107.250PBS
a) Numbers show the final concentration of each PVP-I product
b)  Below detection limit (100.5 EID50/mL)
＊ Ethical drug
＊＊Over-the-counter drug

（いずれも明治製菓（株））である。各 PVP-I製剤は用法・
用量に規定された濃度を参考に原液あるいは使用直前に
滅菌蒸留水で希釈して試験に供した。被験ウイルスは豚
インフルエンザウイルス A�swine�Iowa�15�30（H1N1），
A�swine�Obihiro�10�85（H3N2）およびA�swine�Chiba�
28�91（H1N2）の計 3株で，10日齢発育鶏卵の漿尿膜腔
に接種し，37℃で 2日間増殖させたものを用いた。試験
方法は川名ら４）の報告を参考に以下のごとく行った。被験
ウイルス 0.25 mLに PVP-I製剤 0.25 mLを混合し室温で
10秒間反応させた後，ただちに 0.5％チオ硫酸ナトリウ
ムを含むリン酸緩衝生理食塩水（以下，PBS）（pH 7.2）を
加え，反応を停止した。反応液は 10倍階段希釈し，その
0.1 mLを 10日齢発育鶏卵の漿尿膜腔に接種した。発育
鶏卵は 37℃で 2日間培養し，赤血球凝集試験により漿尿
液中のウイルスの増殖の有無を確認し，Reedと
Muench９）の方法により反応液中に残存したウイルス感
染価を求めた。なお PVP-I製剤の代わりに滅菌 PBSを用
いて，同様の操作を行ったものを対照とした。
試験結果を Table 1に示した。対照試験におけるウイ

ルス感染価は 106.50～107.25 50％発育鶏卵感染量（EID50）�
mLで，感染価の低下は認められなかった。一方，いずれ
の PVP-I製剤もわずか 10秒間の反応時間で，亜型にか
かわらず試験に供したすべての豚インフルエンザウイル
スの感染価を検出限界以下（100.5 EID50�mL）まで低下さ
せた（少なくとも 6 logの低下）。
新型インフルエンザウイルスに対する免疫は一部の年

齢層の人しかもっておらず１０），また，従来の季節性インフ
ルエンザ用のワクチンは新型インフルエンザウイルスに
は効果がない１１）。さらに新型インフルエンザウイルスに
対するワクチンの供給も当初の予定供給数を下回ること
が報道されており，流行の拡大に対しては個人レベルで
の予防対策が重要となる。新型インフルエンザは従来の
インフルエンザと同様に飛沫感染および接触感染するた
め，予防には人混みを避ける，マスクの着用，うがいお

よび手洗い等が予防策として有効と考えられる。
Shiraishiら１２），栗村ら１３）は PVP-I製剤を用いたうがいに
よりインフルエンザを含めた風邪による学童の欠席率が
低下したことを報告しており，インフルエンザ拡散防止
に対して PVP-I製剤の使用は有効であると考えられる。
本試験では in vitroにおいてではあるが，うがいおよび

手指消毒用の PVP-I製剤が H1N1亜型を含めた 3つの
亜型の豚インフルエンザウイルスに対して十分な効果を
もつことが明らかにされた。インフルエンザに対する
PVP-I製剤の効果を考える場合，in vitroにおける殺ウイ
ルス効果に加え，口腔や手指に存在する有機物による効
果の減弱を考慮する必要がある。国定ら１４，１５）は有機物（ヒ
ト血清）の存在により PVP-I製剤の抗菌活性は減弱する
ものの，適正な使用濃度を設定することで十分な抗菌活
性が得られることを報告している。このことはウイルス
に対しても同様と考えられるが，今後の試験により，有
機物存在下においてもインフルエンザウイルスに有効な
PVP-I製剤の濃度を確認する必要があるであろう。
これまでに PVP-I製剤の in vitroにおける殺インフル

エンザウイルス効果は，H3N2ヒトインフルエンザウイ
ルス，H5N1，H5N3，H7N7および H9N2鳥インフルエ
ンザウイルスについて明らかにされていたが，本試験結
果からより広範囲のインフルエンザウイルスに対して同
様の効果をもつことが確認された。したがって，本研究
で使用した PVP-I製剤は，少なくとも in vitroにおいて
新型インフルエンザウイルスに対しても同様の有効性を
もつことが示唆された。
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The in vitro virucidal efficacy of povidone-iodine products against swine influenza viruses (H1N1, H3N2
and H1N2) was investigated. The viral infectious titers were reduced below detection limit by incubation
with povidone-iodine products used in this study (PVP-I solution, PVP-I gargle, PVP-I scrub and PVP-I palm)
for only 10 seconds. These results indicate that these povidone-iodine products have in vitro virucidal effi-
cacy against swine influenza viruses, and also may have sufficient effect against new influenza A (H1N1) vi-
ruses.


